


ぷらトモってなあに？
みなさん、こんにちは。『ぷらトモ』は幼児科のお母さんお父さんたちと身近に

なりたい、仲よくなりたいという想いで 2014 年に発行されました。「『ぷらいま

りー』のともだち」だから略して『ぷらトモ』です。よろしくお願いします！

お
子
さ
ん
に
音
楽
を
習
わ
せ
る
き
っ
か
け
は

そ
の
ご
家
庭
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
で
は
、

「
気
持
ち
を
音
楽
で
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
成
長
は
リ
ン
ク
し
て
い
て

4
歳
か
ら
5
歳
は
、
音
楽
を
聴
き
と
り
、

記
憶
す
る
力
が
発
達
す
る
大
事
な
時
期
。

そ
れ
に
と
も
な
っ
て

感
性
も
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
い
き
ま
す
。

こ
の
時
期
に
音
楽
を
楽
し
み
、
音
楽
で
表
現
で
き
る
力
を

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
に
育
ん
で
ほ
し
い
。

そ
う
ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
は
願
っ
て
い
ま
す
。

ヤマハ 音 楽 教 室 の願 い

Message
from 

puratomo

ト
ー
ン
が
弾
け
、
祖
父
母
が
ク
ラ

シ
ッ
ク
好
き
」
と
い
う
音
楽
好
き
な

家
族
に
囲
ま
れ
て
、
ジ
ャ
ン
ル
の
分

け
隔
て
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
を

聴
い
て
育
っ
た
と
い
う
挾
間
さ
ん
。

 

「
3
歳
児
の
た
め
の
コ
ー
ス
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
歌
を
、
自
慢
げ
に
1
人

で
披
露
し
た
り
、
音
感
が
つ
い
て
き

て
か
ら
は
、
好
き
な
曲
を
ド
レ
ミ
で

歌
っ
て
い
る
動
画
が
た
く
さ
ん
残
っ

て
い
ま
す
」
と
も
。

作
曲
家
を
意
識
し
た

恩
師
と
の
出
会
い

 

「
小
学
校
低
学
年
の
青
森
時
代
、
東

京
か
ら
月
1
回
、
特
別
に
先
生
が
い

音
楽
好
き
な
家
庭
で
育
ち

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ジ
ャ
ズ
の
道
へ

音
楽
好
き
の
家
庭
で

ド
レ
ミ
に
囲
ま
れ
て
過
ご
す

 

「
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
か
ら
音
楽
を
聞

く
と
反
応
し
、
父
が
聴
い
て
い
た

ビ
ー
ト
ル
ズ
や
、
N
H
K
の
『
み

ん
な
の
う
た
』
に
合
わ
せ
て
踊
り

狂
っ
て
い
る
よ
う
な
子
ど
も
だ
っ

た
」
と
い
う
挾
間
さ
ん
。
お
父
様
の

仕
事
の
都
合
で
転
勤
族
だ
っ
た
た
め
、

引
っ
越
し
し
た
先
々
で
も
同
じ
教
室

に
通
え
る
よ
う
に
と
、
ヤ
マ
ハ
を
選

び
、
茨
城
、
青
森
、
東
京
と
、
3
歳

の
時
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
ヤ
マ
ハ

で
レ
ッ
ス
ン
を
続
け
た
そ
う
で
す
。

 

「
父
は
ロ
ッ
ク
好
き
、
母
は
エ
レ
ク

挾
間
美
帆
さ
ん

ジ
ャ
ズ
作
曲
家
・
編
曲
家

ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室

O
B
&
O
G
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

PRIMARY

FRIENDS

OB&OG

INTERVIEW
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ら
し
て
く
れ
て
作
曲
と
エ
レ
ク
ト
ー

ン
を
習
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
先

生
が
即
興
で
弾
い
て
く
れ
る
曲
が
子

ど
も
な
が
ら
に
衝
撃
的
か
つ
と
て
も

か
っ
こ
よ
く
て
」。

　
そ
ん
な
影
響
も
あ
り
、
10
歳
の
頃

に
は
作
曲
家
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。

　
小
学
校
6
年
生
の
時
に
、
青
森
か

ら
東
京
都
青
梅
市
の
学
校
に
転
校
し

た
の
を
機
に
、
国
立
音
楽
大
学
付
属

中
学
校
に
入
学
。
そ
の
ま
ま
高
校
で

は
作
曲
科
に
進
み
ま
し
た
。

 

「
電
子
オ
ル
ガ
ン
科
に
在
籍
し
て
い

た
ヤ
マ
ハ
出
身
の
4
人
と
グ
ル
ー
プ

を
組
ん
で
芸
術
祭
で
演
奏
を
し
た
り
。

当
時
は
、
そ
の
う
ち
の
２
人
の
影
響

で
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
や
ジ
ャ
ズ
を
演
奏

し
て
い
ま
し
た
」。

　
し
か
し
、「
ジ
ャ
ズ
を
真
剣
に
勉

強
し
よ
う
と
思
い
始
め
た
の
は
大
学

生
の
後
半
に
な
っ
て
か
ら
」
だ
っ
た

の
だ
そ
う
。

も
あ
っ
て
、大
学
卒
業
後
は
米
国
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
音
楽
院
に
留
学
。

 

「
自
分
が
好
き
で
尊
敬
す
る
作
曲
家

の
出
身
学
校
を
片
っ
端
か
ら
受
験
し

て
、受
か
っ
た
と
こ
ろ
が
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
音
楽
院
で
し
た
」。

　
留
学
中
、ジ
ャ
ズ
や
ビ
ッ
グ
バ
ン

ド
と
い
う
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
で
自
分
の

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
追
求
し
た
挾
間

さ
ん
。卒
業
の
た
め
の
リ
サ
イ
タ
ル

で
は
13
人
編
成
の
バ
ン
ド
を
オ
リ
ジ

ナ
ル
で
組
み
、卒
業
後
に
そ
の
編
成

で
自
作
曲
を
ス
タ
ジ
オ
録
音
。

　
そ
れ
を
ア
ル
バ
ム
に
し
て
ア
メ
リ

カ
の
レ
コ
ー
ド
会
社
に
売
り
込
み
、

1
枚
目
の『Journey to Journey

』

で
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
す
。

親
は
子
ど
も
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

　
現
在
は
、ジ
ャ
ズ
や
ビ
ッ
グ
バ
ン

ド
以
外
に
も
、管
弦
楽
や
吹
奏
楽
の

作
曲
や
編
曲
も
手
が
け
る
な
ど
幅
広

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら

ジ
ャ
ズ
の
道
へ

　
大
学
で
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
作
曲
を

専
攻
。大
河
ド
ラ
マ
や
N
H
K
の
朝

ド
ラ
を
担
当
し
て
い
た
作
曲
家
の
先

生
に
師
事
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

将
来
は
自
分
も
そ
の
方
向
へ
と
思
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。

 

「
で
も
、当
時
の
ド
ラ
マ
や
映
画
音

楽
の
業
界
は
パ
ソ
コ
ン
で
音
楽
を
作

る
の
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
時
代
。

映
画
だ
け
の
た
め
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

で
音
楽
を
作
る
人
は
も
う
い
な
く
な

る
よ
、と
言
わ
れ
た
り
し
て
、道
を
見

失
い
か
け
て
い
ま
し
た
」。

　
そ
ん
な
時
、サ
ー
ク
ル
で
の
ビ
ッ

グ
バ
ン
ド
演
奏
を
通
し
て「
ビ
ッ
グ

バ
ン
ド
作
品
こ
そ
、自
分
が
作
り
た

い
音
楽
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
！
」

と
気
付
い
た
そ
う
で
す
。 

　

　
一
緒
に
仕
事
を
し
た
ジ
ャ
ズ
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
山
下
洋
輔
さ
ん
の
す
す
め

く
活
躍
中
の
狹
間
さ
ん
。

 

「
さ
ま
ざ
ま
な
音
色
の
出
る
エ
レ
ク

ト
ー
ン
は
、最
高
の
音
楽
教
育
ツ
ー

ル
だ
と
思
い
ま
す
」。

　
耳
が
一
番
多
感
な
子
ど
も
の
頃
に
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ス
コ
ア
を
見
な
が

ら
何
度
も
曲
を
聴
き
、エ
レ
ク
ト
ー

ン
で
弾
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、

「
自
然
に
頭
の
中
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

が
鳴
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ヤ
マ

ハ
で
の
経
験
が
、今
の
全
て
の
音
楽

活
動
の
源
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
も
。

　
幼
児
科
の
保
護
者
へ
は
、「
子
ど

も
は
と
て
も
正
直
。こ
の
頃
は
特
に
、

保
護
者
が
、子
ど
も
が
好
き
な
も
の

や
得
意
な
も
の
、才
能
が
あ
る
も
の

に
早
く
気
付
け
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思

い
ま
す
。た
だ
、ま
だ
ま
だ
自
分
で

決
断
で
き
る
年
齢
で
は
な
い
の
で
、

保
護
者
が
子
ど
も
を
よ
く
見
て
、本

人
に
合
っ
て
い
る
方
向
を
提
案
し
て

み
る
、と
い
う
目
線
を
持
つ
と
い
い

と
思
い
ま
す
」と
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

PRIMARY

FRIENDS

OB&OG

INTERVIEW

Miho Hazama
＊

1986年生まれ。10歳の時に「ジュニア
エレクトーンコンクール'96 全日本大
会」に出場。2013年ジャズ作曲家とし
て本格的にデビュー。2019年デンマー
ク・ラジオ ビッグバンドの首席指揮者に
就任、2020年、最新アルバムが米グラミ
ー賞の最優秀ラージ・ジャズ・アンサン
ブル・アルバム部門にノミネートされる。
http://www.jamrice.co.jp/miho/
index.html

2020年のグラミー賞ラージ・ジャズ・ア
ンサンブル部門にノミネートされたアル
バム『ダンサー・イン・ノーホエア』。

5 4



自分以外の人が出した音を
聴いたり聴き分けたり、タイミ
ングをあわせて演奏する力
のこと。この力が備わること
は、社会性や協調性が身に
つくことにも通じてきます。

児
期
は
、
脳
の
神
経
回
路
が

ど
ん
ど
ん
発
達
し
て
い
く
と

て
も
大
事
な
時
期
。

　
こ
の
時
期
に
、
親
子
で
レ
ッ
ス
ン

な
ど
を
通
じ
て
音
に
関
す
る
感
覚
を

高
め
る
こ
と
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て

と
て
も
影
響
が
大
き
い
の
で
す
。

レ
ッ
ス
ン
を
通
じ
て
、
音
を
聴
き
分

け
る
能
力
や
記
憶
す
る
力
は
も
ち
ろ

ん
、
将
来
的
に
言
語
能
力
な
ど
を
高

め
る
力
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
に
よ
っ

て
人
と
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
他
者
が

演
奏
す
る
音
を
聴
き
分
け
た
り
、
仲

間
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
力
も

の
び
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
社

会
性
や
協
調
性
な
ど
い
わ
ゆ
る
非
認

知
的
な
能
力
も
育
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

と
は
い
え
難
し
く
考
え
る
必
要
は
な

く
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん
は
そ
う

い
っ
た
音
楽
の
幅
広
い
可
能
性
を
感

じ
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
と
の
レ
ッ
ス

ン
を
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

幼

演 奏された 音がどんな音
だったのか、どんな音楽だっ
たのかを記憶する力。この
力は演奏する力を育てるこ
とにも必要ですし、音楽以
外の面での記憶力を育てる
ことにも関係してきます。

楽器を演奏するためには、
脳の指令を受けて、指先
を思い通りに動かせるよ
うになることが必要です。
楽 器を 演 奏 することは 、
脳や指先、そして体全体
を思い通りに動かせるよ
うになる力も育てます。

演奏されている音がドレ
ミファソラシドのどの音な
のかを聴き分ける力。こ
の力は、音楽だけではな
く、ことばに対する感受性
を育てることにも通じます。

幼児期に
音楽を楽しむことで

育まれる力

河瀬諭 先 生

専門は感性情報心理学。音
楽心理学など。音楽を通じ
たコミュニケーションにつ
いてなどを研究している。

神戸学院大学准教授
ヤマハ音楽研究所研究員

教
えて

くれ
たのは 音を記憶する力

音と協調する力

音
を

聴
き
分
け
る
力

楽
器
を

演
奏
す
る
力

育
ま
れ
る
力
！

ヤマハ音楽教室では、音楽の力はもちろん、それ以外にも

さまざまな力が育まれます。一体どんな力がつくのか？

専門家やヤマハの先生の話、保護者の声などをご紹介します！

ヤマハで育つ力
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1つの曲、1回のレッスン
に真剣に取り組み続ける
ことによって、ひとつのこと
に集中して取り組む力が
ついていきます。この力は
小学校での生活などにも
よい影響をもたらします。

お友だちと一緒に演奏すると
きには、お友だちとタイミング
を合わせることや、相手のペー
スを考えることも必要になりま
す。音楽以外でも相手のことを
思いやる力が育っていきます。

グループレッスンを通して、先
生 や 周 囲 のお 友 だちと関
わっていく中で、どう相手と
の関係をつくるか、人間関係
の形成の仕方やコミュニケー
ション能力を学んでいきます。

ヤマハ音楽教室はグルー
プレッスンが基本です。同
じグループのお友だちやそ
の保護者と関わる中で、相
手のことを理解したり、お
互い助けあうことの重要性
を学んでいきます。

幼児科では自宅学習も
大 切です。毎日お 家で
練習すること、練習を続
けることは必ず結果をも
たらします。そこから努力
することの大切さやその
喜びを実感していきます。

レッスン中は、人前で歌った
り演奏したりすることもありま
す。そこで認められたりほめ
られたりする経験を通じて、
自己肯定感が高まり、自分に
自信が持てるようになります。

れ
が
自
分
の
意
見
を
言
い
合
い
な
が

ら
も
、
じ
ょ
う
ず
に
相
手
の
意
見
を

尊
重
し
合
っ
て
１
つ
の
曲
を
ア
レ
ン

ジ
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
仲
間
が
困
っ
て
い
る
時
は
、
そ
っ

と
教
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
り

す
る
の
も
、
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
で

育
ま
れ
た
力
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　
音
楽
の
力
が
育
ま
れ
て
い
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
共
感
す
る
力
や
一
緒
に

何
か
を
行
う
力
な
ど
人
と
し
て
大
切

な
力
が
育
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

児
科
だ
と
ま
だ
そ
ん
な
に

は
っ
き
り
と
感
じ
ら
れ
な
い

こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
児
童
期
に

な
る
と
、
音
楽
以
外
の
面
で
も
、
成

長
が
ぐ
っ
と
目
に
見
え
て
現
れ
て
き

ま
す
。

　
た
と
え
ば
レ
ッ
ス
ン
中
に
、
自
分

か
ら
何
か
を
や
り
た
い
！ 

と
言
っ

て
き
た
り
提
案
し
て
き
て
く
れ
た
り
。

グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
で
は
、
そ
れ
ぞ

幼

育
ま
れ
る
力
！

育
ま
れ
る
力
！

集中する力

相手を思いやる力

社会と
関わりあう力

協
調
す
る
力

自
分
に

自
信
を
も
つ
力

努
力
す
る
力

ヤマハ音楽教室
講師アンケートより

Q.ヤマハ音楽教室が目指す「音楽力（聴音力・
演奏力・読譜力など）」以外にも、レッスンを通して、
「日常生活において何らかの力」が身についた
と感じたことはありますか？

「ヤマハ音楽教室で育った子どもたちに関する講師アンケート調査」より

回答数（2,032件）

ない
6.8%

ある 93.2%

他にも育まれる
こんな力

亀谷修子 先 生

自身もヤマハ出身。今
は3歳からシニアのク
ラスまでを幅広く担当。

ヤマハミュージック
リテイリング 札幌店

教えてくれたの
は
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3歳のクラスから一緒の3人なので気心はしれた
もの。お互いスランプのときには励まし合ったりし
ているようです。先日は、他の子の悩みを聞いて
あげて、「僕もがんばるから一緒にがんばろう！」
と。相手のことを思いやる心も育っているのかな
と感じました。…ジュニア総合コース（2年目） 福
岡県 ヤマハ西新センター  小玉龍之介さん（８
歳） 澪さん（５歳） 鈴ちゃん（2歳） 那津子さん

仲間のことを考えて
思いやることも

今も幼児科時代のメンバーと同じクラスなので、
お互い仲間でもありライバルでもあるよう。お友
達が頑張っていると「私も！」と、頑張ります。人
に聴いてもらうこと、人前に立つことも全然もの
おじせず楽しそうなので、それもヤマハの影響か
なと思います。…ジュニアアンサンブルコース（2
年目） 静岡県 すみやグッディ  髙橋美

み

汐
づき

さん（8
歳） 京

きょうか

楓さん（４歳） 美香さん

『りすのこもりうた』
© Copyright 2005 by Yamaha Music Foundation 
All Rights Reserved. International Copyright Secured.

幼児科からの仲間と
お互いに刺激しあって

児童期
2年目

児童期
2年目

児童期
2年目

何をいつまでにやるか、
計画を立てられるように

児童期に入ってすぐは、なかなか毎日自分で自
宅練習に取り組めるわけではなかったのですが、
最近はいつまでに何をやなくてはならない、とい
うことから逆算して自分で計画を立てて練習を
するようになってきました。全体の見通しが立つ
ようになってきたよう。…ジュニア専門コース（2
年目） 千葉県 山野楽器  山田紗

すず

爽
さ

さん（7歳） 
直
なおし

さん

育
ま
れ
る
力
！

幼
児
科

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

ご
紹
介
！

先日、レッスンで聴いた他の子の演奏を帰宅後も
「すごかったね～」と感心していたので相手の
ことを認められるようになってきたようです。以前
はレッスンではもじもじしていましたが、最近では
どんどん前に出ていくし、発言も積極的にできる
ようになりました！…茨城県 マルシン楽器  野田
六
りつ

花
か

さん（6歳） 樹
いつき

さん（４歳） 祐
さち

子
こ

さん

幼児科
2年目

他人を認めたり
自分も積極的に！

以前はできなかったらあきらめることも多かった
のですが、今は「とにかく弾いてみよう！」と頑張
り続けるようになりました。そしてできたときの達
成感も知っているようで、できたときは「やってみ
てよかった！」と満足げな表情を見せてくれてい
ます。…石川県 MPC開進堂楽器  東昌

ま

澄
すみ

さん
（６歳） 空

そら
澄
と

さん（8才） 友紀さん

幼児科
2年目

チャレンジする心が
育っているみたい

両手で弾ける曲が増えてきた今は、ますますレッ
スンが楽しいようです。自宅練習も、以前は、私
が横についていたりしましたが、最近は本人のペ
ースで、自分から楽器に向かっています。自分が
弾きたいと、できるまで練習しているので、根性も
備わってきたかなと思います。…愛知県 オリエン
ト楽器  清田羽

は

菜
な

さん（６歳） 香織さん 

幼児科
2年目

自分から楽器に向かい
できるまで練習を

半年後

『リスのこもりうた』（ぷらいまりー2より）両手奏にはじめてチャレンジする曲です。

両手で曲を演奏します
グループレッスンの楽しさを実感し、みんなで一緒にがんばろうとする意欲が芽生えてきます。この頃から両手奏に入り、音楽のいろいろな要素を「きく→うたう→ひく→よむ」の順序で学んでいきます。

『ジプシーのおどり』（ぷらいまりー4より）

2年目の最後の曲です。幼児科では2年間に5つの調を経験します。

さまざまな表情の曲に挑戦します

ハ長調の曲からはじまり、ト長調、ヘ長調、ニ短調、

イ短調と2年間に5つの調を経験します。元気な曲、

もの悲しい曲、美しい曲など、気持ちをこめて演奏

することや表現を学んでいきます。

2年後

『ロンドンばし』（ぷらいまりー3より）

2年目の最初の曲です。ト長調の和音を経験します。

和音を覚えたり、ハ長調やト長調、ヘ長調の曲を通

して音楽の幅が広がります。曲のイメージにふさわ

しい歌い方や弾き方もできるようになり、いろいろ

な伴奏も経験します。

いろいろな和音や調を経験します

1年後

『だいすきなパン』（ぷらいまりー1より）

はじめて弾く曲（レパートリー）です。

みんなで歌ったり弾いたりすることで、音楽をから

だ全体で感じ、グループレッスンの楽しさにふれま

す。また、簡単な片手奏の曲が弾けるように。

1曲を通して演奏します

3ヶ月後

保護者の声

幼児科 で育むこと
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T h e  W o r l d  O f
C h i l d r e n ' s  S o n g s

"メリーさんのひつじ "
I l l u s t r a t e d

by 
Mio Saito

13 12



作曲：アメリカ民謡
作詞：高田三九三
編曲：清澤久恵

" メリーさんのひつじ "
Score

Lyrics

" メリーさんのひつじ "

こうやって
遊ぼう！

How To Play
絵本作家としても活躍している斉藤みおさんによる

描き下ろしのイラストです。

1 年目のみなさんは、元気よく歌ったり

2 年目のみなさんは歌いながらメロディーを

弾いてみるのもいいでしょう。

メリーさんのひつじ

ひつじ　ひつじ

メリーさんのひつじ

かわいいな

JASRAC 出 2101193-101
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参
加
し
ま
し
た
。
太
陽
の
下
で
子
ど
も

の
楽
し
そ
う
な
喜
ぶ
顔
を
見
た
ら
、
こ

ち
ら
も
ハ
マ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
屋
外
の
習
い
事
は
敬
遠
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
が
や
り

た
い
事
を
一
緒
に
選
ん
で
あ
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。（
滋
賀
県
　
い
の
こ
さ
ん
）

　
イ
ヤ
イ
ヤ
期
の
頃
、
ヤ
マ
ハ
の
曲
を

「
イ
ヤ
イ
ヤ
も
～
」
と
替
え
歌
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
は
同
じ
曲
を
ド
レ
ミ

で
歌
う
姿
を
見
て
、
成
長
を
感
じ
ま
し

た
。（
山
口
県
　
リ
ボ
ン
さ
ん
）

　
リ
ズ
ム
感
が
良
く
な
っ
た
せ
い
か
、

最
近
、
縄
跳
び
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
！
（
東
京
都
　
ゴ
メ
ス
さ
ん
）

ヤマハ音楽教室
にまつわる
そぼくな疑問

　
バ
レ
エ
を
習
っ
て
い
ま
す
が
、
家
で

は
バ
レ
エ
の
ス
テ
ッ
プ
で
ご
飯
を
取
り

に
来
た
り
、
写
真
の
ポ
ー
ズ
を
バ
レ
エ

の
決
め
ポ
ー
ズ
に
す
る
の
を
見
る
と
、

好
き
な
も
の
は
自
然
と
身
に
つ
く
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　
ピ
ア
ノ
で
も
、
習
っ
た
曲
を
お
風
呂

で
歌
っ
た
り
、
先
生
に
な
り
き
っ
て
弟

に
教
え
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
本
当
に

好
き
な
の
だ
な
と
、
微
笑
ま
し
く
思
い

ま
す
。（
愛
知
県
　
ミ
ニ
ヘ
ン
リ
ー
さ
ん
）

　
我
が
家
の
猫
は
、
子
ど
も
が
ピ
ア
ノ

の
練
習
を
す
る
と
、
必
ず
鍵
盤
の
上
に

乗
っ
て
き
ま
す
。
子
ど
も
も
慣
れ
た
も

の
で
、
猫
と
の
連
弾
？
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。（
富
山
県
　
マ
ロ
ン
さ
ん
）

　
今
、
ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
と
ス
イ
ミ
ン

グ
を
習
っ
て
い
ま
す
。
先
日
、
友
達
に

誘
わ
れ
て
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
野
球
教
室
に

Q & A about Yamaha

全
国
の

フ
ァ
ミ
リ
ー

募
集
中
！

ぷらトモひろば
「ぷらトモひろば」では、全国の生徒のみんなや、

お母さん・お父さんたちからのすてきなお便りを紹介したり

ヤマハ音楽教室にまつわる素朴な疑問に一生懸命答えたりするよ。

もっとわたしたちのことを知ってほしいから。

Puratomo Square

今号は、なんと連載初！ ママの登場で
す。愛知県在住の原田優さんと、幼児科
1年目の娘の咲希さん（４歳）。ママも幼
児科出身ということで、「先生のピアノの
まわりで歌ったり聴いたりしたのが印象
に残っています。それから母が家で、先生
の真似をしてくれて。それもとても楽しい
ひと時でした」。咲希さんも毎回レッスン
を楽しみにしているそうで、「ずっと音楽
を楽しんでくれたら。いつか連弾などが
できるといいなと思っています」。

Ａ
．好
き
な
曲
で
気
分
転
換
し
、

共
感
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
．間
違
う
と

本
人
が
怒
っ
て
し
ま
い
、

な
だ
め
て
気
持
ち
を

立
て
直
す
の
が
大
変
で
す
。

　
　
　
　 

　       

　  （
奈
良
県
　
く
ま
こ
さ
ん
）

　
怒
っ
て
し
ま
う
の
は
、「
じ
ょ
う
ず

に
弾
き
た
い
」
と
い
う
想
い
や
、「
弾

け
な
く
て
く
や
し
い
」
と
い
う
気
持
ち

の
表
れ
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
怒
っ
た
と
き
は
、
少
し
時
間
を
お
い

て
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
て
か
ら
、
好

き
な
曲
を
聴
い
た
り
歌
っ
た
り
し
て
、

楽
し
さ
や
自
信
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、「
ど
う
し
た
ら
う
ま
く
弾
け

る
か
な
」
と
聞
く
こ
と
で
、「
泣
い
て

怒
る
」
こ
と
か
ら
「
う
ま
く
で
き
る
よ

う
解
決
す
る
」
と
い
う
気
持
ち
が
次
第

に
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

次
は
じ
ょ
う
ず
に

弾
け
る
よ
！

ぼくの私の
大好き
ファミリー

My Dearest Family

外
で
の
運
動
も

気
持
ち
が
い
い
ね

ア
ン
・
ド
ゥ
・
ト
ロ
ワ

ド
・
レ
・
ミ
♪

猫
ふ
ん
じ
ゃ
っ
た

猫
ふ
ん
じ
ゃ
っ
た

ヤマハ音楽教室  
お客様コミュニケーションセンター

0570-075808
月曜～金曜 9：30～17：30 

（祝日・年末年始・夏季休業を除く）

※「ヤマハ音楽教室ホームページ」からも
お問合わせを受け付けています。

ご意見・ご感想お気軽に
お問い合わせください

イ
ヤ
イ
ヤ
卒
業

も
う
歌
え
る
よ

Ｑ
．家
で
ど
ん
な
に

練
習
し
て
も
、
教
室
で
は

弾
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

                       （
東
京
都
　
の
り
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

Ａ
．
最
初
は
お
友
だ
ち
と

テ
ン
ポ
を
合
わ
せ
る
の
が

難
し
い
で
す
が
、

次
第
に
慣
れ
て
い
き
ま
す
。

　
教
室
で
は
お
友
だ
ち
と
テ
ン
ポ
を
揃

え
た
り
、
先
生
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
弾

く
こ
と
が
多
い
た
め
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
弾
け
ず
、
一
時
的
に
弾
け
な
く
な
っ

て
し
ま
う
お
子
さ
ん
が
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
曲
を
同
じ

テ
ン
ポ
で
最
後
ま
で
弾
き
続
け
る
の
は

難
し
い
こ
と
で
す
が
、
繰
り
返
し
取
り

組
む
う
ち
に
自
然
と
慣
れ
、
テ
ン
ポ
を

キ
ー
プ
す
る
力
が
身
に
付
き
ま
す
。

　
ま
た
、
弾
く
環
境
が
変
わ
る
の
も
一

つ
の
要
因
で
す
。
ご
家
族
や
友
だ
ち
な

ど
、
人
前
で
得
意
な
曲
を
披
露
す
る
機

会
を
増
や
す
と
、
自
信
を
持
っ
て
弾
く

こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

み
ん
な
の
音
も

聴
い
て
み
よ
う

Infomation

曲
に
合
わ
せ
て

縄
跳
び
で
き
る
よ
♪

幼児科の
人気歌唱曲を大調査中！

幼児科で、皆さんのお気に入りの歌唱曲を

教えてください。その他、

幼児科に関する事もお聞

かせください。アンケー

トは右のQRコードから。

ヤマハ音楽教室のLINE公式
アカウントができました！

音楽教室の最新情報やキャンペーン情

報など様々な情報をお

届けします。QRコー

ドより、ぜひ「友だち」

登録をお願いします。
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Onpyu Story

主婦。8 歳の男の子のママ。漫画『お
しゅしだよ』（KADOKAWA）が話題に。

作：やばい

の
ぞ
い
た
り

か
く
れ
た
り

作ってみよう！
Hand Craft

［第四回］ かくれんぼ JOCはヤマハの宝物

［第二回］ 

JOCの思い出を先生に聞きました！

スライドさせることで
ぷっぷるたちが
入れ替わるよ！

〈作り方〉

全
国
の

先
生
の
思
い
出

完
成
！

スライドさせて
遊ぼう！

間にはさみこむ。切り取ってさらに切
り込みを入れる。

21

今年50周年を迎えるJOC（ジュニアオリジナルコンサート）。
連載第二回目の今回は、

JOCについて先生からの声をお届けします。
自分のこと、教え子のこと、さまざまな想いでいっぱいです！

DIC156DIC244

［二色］

ヤマハ音楽教室JOC 活動50周年記念ロゴマーク 併用例

［標準形］

黒黒

黒

Yamaha Treasure JOC

19 18

●
キ
リ
ト
リ

松村洋子先生（東京都）

あるイキモノ好きの生徒さんが忘
れられません。シャクトリムシ、スズ
ムシ、怪人二十面相とユニークな
オリジナル曲を作っていました。本
人は現在、獣医科へ進学し、獣医
さんを目指して頑張っています。

藤野洋子先生（大阪府）

ある保護者から「私もピアノを習っ
ていましたが作曲の経験はありま
せん。自分の気持ちを曲にできるな
んてすごいですね！」と言われた
のが印象に残っています。また、あ
る生徒さんは、おばあ様の曲を作
曲して、オルゴールにしてプレゼン
トされたそうです。

中学生の男子生徒がフルートを演
奏されるお母様とステージに上がり
たいと、ピアノとフルートのアンサン
ブルを作曲。JOCのステージを終
えた少し後、お母様は病気で体が
不自由になりましたが、親子で共演
できたことをとても喜んでいました。

東 美貴先生（神奈川県）

かれこれ45年前、私自身もJOCに
参加。その頃の曲は今でも弾けます
（笑）。思い出は沢山ありますが、
いちばん印象に残っていることは、
JOCのOB西村由紀江さんの「オ
ルゴールを聴きながら」をレッスン
の中で何年も歌い続けたことです。

大川直美先生（静岡県）

今は作編曲家・演奏家の教え子
Sくん。地元でジャズライヴをやる
と連絡があり聴きに行ったところ、
「僕が初めて創った曲です。今日
は先生が来てくれたから」とアレ
ンジしたJOC作品を演奏してくれ
ました。17年も前の曲を大切にし
ていた事に感動。

笹田静恵先生（岐阜県） 岡本紀代子先生 （東京都）

講師2年目で指導したエレクトー
ン好きな男の子。いつもモティーフ
を探しに旅に出ていました。その
後、医大生になりましたが、下宿に
エレクトーンを持って行き、大学の
オーケストラに参加。そして今はお
医者さんになっています。
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『アンケート & お便り』募集！
Wanted

『ぷらトモ Vol.25』の記事について、みなさんのご感想、
ご意見を募集中です。『ぷらトモ』を一緒に作ってくれる

「ぷらトモ隊」への応募もこちらから！

  1. ヤマハ音楽教室や
　  子育てに関するエピソード
  2. ヤマハ音楽教室にまつわるそぼくな疑問
  3. ぼくの私の大好きファミリー
  4. 子育てあるある川柳
を募集しています。
応募は以下のアドレスか QR コードから。
https://jp.research.net/s/KBFPBST

（応募は 2021 年 5 月末日まで）

©2021 by YAMAHA MUSIC FOUNDATION 商品コード TZZ01097969 -ZZ025

最近春が待ち遠しいって感覚、無くなってきたような気
がします。どちらかというともう夏が待ち遠しいです。

（アートディレクター 寄藤文平）／最近引っ越したのです
が、駅前の商店街では音楽が♪。ほっこりします。（編集＆
ライター長谷川華）／表紙はもちろん、特集や『メリーさ
んのひつじ』、そしてぷっぷるたちの工作。随所のイラス
トから、暖かい春が感じられます。素敵なイラストに心も
和みます。（ヤマハ音楽振興会ぷらトモ編集部F）

編集後記

こ
れ
読
ん
で
　

言
っ
た
本
人
　

聞
い
て
な
い愛

知
県
　
こ
の
ん
こ
さ
ん

愛
知
県
　
く
る
る
さ
ん

お
腹
鳴
る
　

レ
ッ
ス
ン
終
盤
　

電
池
切
れ

今
日
も
ま
た

道
草
ば
か
り
で

家
遠
し	

岐
阜
県
　
う
さ
マ
マ
さ
ん

おもしろヤマハ 川柳
Humorous Poem

テーマ

「子育てあるある」

＊

次
号
も

お
楽
し
み
に
！

抽
選
で

30
名
様
に

ぷ
っ
ぷ
る
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

何
が
届
く
か
お
楽
し
み
に
！

全員に素敵な

バンダナプレゼント




